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わが国での模擬患者（以下、SP：Simulated Patient/Standard Patient)の活動は、1975 年に神
経内科医の H.S.Barrows が来日して講演したことから始まり、1992 年以降急速に広がりを見せ
た。1998 年末の時点で、全国で 15 のグループが活動を始めているが、その中で、活動対象に薬学
生・薬剤師を入れているのは 3 グループのみであった１）。2003 年度に医学部での SP を対象として
診療技術や医療面接の習熟度を試験する OSCE 導入後は、医学部全校で SP が導入された。 
薬学での OSCE は、「調剤」と「患者応対・情報の提供」に関する技能と態度の試験であり、2009
年に第 1 回が実施された。本学では OSCE の実施に向けて 2007 年に SP 育成推進委員会が設立さ
れ、2008 年 11 月から 2009 年 7 月にかけて第 1 期・第 2 期の SP 基礎講習会が開催された 2）。 


























３． 本学の SP 基礎講習会のプログラム 
 本学では、模擬患者養成講習会を毎年 10 月
に開催し、2020 年度で 14 期生を迎えた。 
 本学の SP となるためには、5 回の基礎講習
会に参加することが必要である。そのプログラ
ムを表 1 に示す。 






第 2 回：模擬患者を体験しよう 
 2 回目は、1 つのコミュニケーションゲームと 2 つのロールプレイを行うため、3 人程度でグル
ープ編成をする。 
① 伝言ゲームでは、1 人目がイラストを見て、それを 2 人目に





目は A か B を、2 回目以降に C か D のイラストを提示する
（図 2）。 
② ロールプレイ 1 では、聞き手・話し手・観察者の役割を決め、それぞれの役割を体験するとと
もに、自分の「感じたこと」を伝える訓練をする。 
③ ロールプレイ 2 では、風邪症状のある患者を演じる。この時は、患者背景と風邪症状、患者の
気持ちを伝え、医療面接を想定した 10 の質問に対し「聞かれたことだけ答える」訓練をす
る。 
第 3 回：コミュニケーションを意識しよう 
薬剤師が患者の情報収集をする必要性について講義する。 











第 4 回：シナリオを読んでみよう 
模擬患者とは、学習者のために一定の訓練を受けて、実際の患者と同じような症状や会話を再現
する「患者役を演じる人」であることを認識する。 





















SP にはフィードバックする力が求められるが、フィードバックの準備として第 2 回目に行う伝
表 2 避けたい 8 つのフィードバック 











言ゲームの結果を図 3 に示す。A のイラストを伝言した SP は、「塗りつぶす」ことと「面積の割
合」を伝えていないことに気づき、B のイラストを伝言した SP は、「赤い屋根の黄色い家」と「黄
色の四角の隣に丸い円」を別々に伝えたために黄色い四角が 2 つ書かれたのを見て「正確に」伝え
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